
2広報まつしま

　新年あけましておめでとうございます。
　議会を代表して年頭にあたりご挨拶申し上げます。
　町民の皆さまにおかれましては、令和５年の新年を健やか
にお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　平素より、町議会の運営ならびに活動に対しまして温かい
ご支援ご協力を賜り、心から感謝とお礼を申し上げます。
　一昨年の議会議員の改選から１年が経過しましたが、依然
として新型コロナウイルス感染症の猛威が治まらず、大変ご
苦労されていることと案じております。
　議会においては感染対策をとりながら、広く皆さまからの
ご意見を町政に働きかけるため、各常任委員会の現地視察や
各種団体との意見交換、行政区長の皆さまとの議会報告会を
再開することができた１年でありました。その中で、デジタ
ル化が急速に進んでいることから議会においても議会運営の
合理化や利便性向上に向け、タブレット端末を活用した審議
のペーパーレス化、情報公開や情報発信などを充実させるべ
く、特別委員会を設置し議会と皆さま方との意思疎通を図る
場を目指し議員全員で導入に向け取り組んでおります。
　本年は、さらに多くの町民の皆さまの声を行政に反映させ
るため交流の場を設け、開かれた議会の活性化を推進し、活
発な調査活動を行うことにより、効果的な政策を提案してい
けるよう議会議員一丸となり、努力してまいります。
　結びに新型コロナウイルス感染症の終息を願いつつ、新し
い年が実りある豊かな年でありますようご祈願申し上げます
とともに、より一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い
申し上げ、年頭のあいさつとさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
　輝かしい新春を皆さまとともに迎えられましたことに心か
らお祝い申し上げます。
　昨年中は松島町の町政全般にわたり、温かいご支援とご協
力を賜り、心から感謝とお礼を申し上げます。
　さて、一昨年までは新型コロナウイルス感染症の影響によ
り様々なイベントが自粛されておりましたが、昨年は３年ぶ
りに行動制限のない中での「松島流灯会海の盆」の開催をは
じめ、「まつしまふれあいスポーツ大会」や「松島パークフェ
スティバル」など様々なイベントが再開できました。さらに
は、松島海岸駅の落成式が３月に行われ松島観光の玄関口と
してふさわしい駅へとリニューアルしたところでございます。
　また、国道４５号における交通社会実験につきまして、町
民の皆様にはご理解とご協力を賜りまして誠に感謝申し上げ
ます。今後は、国道４５号周辺の景観や沿道環境の改善に向
け、関係機関と検証を重ねてまいります。
　本年は、認定こども園松島めぶきの森が完成し、本町にお
ける保育、教育における環境が整備されますことから、長期
総合計画の重点戦略の一つである子育て環境のさらなる充実
に向けた一歩となり、本年も住民の皆様がより暮らしやすい
町づくりを、職員一丸となって取り組んでまいります。
　結びに、本年が皆様にとって、希望に満ちた一年になりま
すように心からお祈り申し上げまして、新年のごあいさつと
させていただきます。

松島町長
櫻井  公一

松島町議会議長
色川　晴夫

▲手樽の空を彩る花火 ▲リニューアルした松島海岸駅 ▲歩行者天国となった国道４５号
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▲瑞巌寺で営まれた「松島芭蕉祭」

▲林裕志会長

◀梅森　伸也　隊員

▲中央：大山　　堯　支部長
　　右：櫻井　亀一　副支部長

▲文化観光交流館で行われた「全国俳句大会」

▲選者の皆さん（左から高野ムツオ先生、対馬康子
　先生、能村研三先生、成田一子先生、西山睦先生、
　渡辺誠一郎先生）


